
STEP 2 ミライへの学問徹底研究

大陸、海洋、火山活動な
ど、地球の歴史の過程で
つくられてきたすべての
事物を研究。気象や地球
の温暖化なども扱う。
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数学の基礎理論などを
ベースに、情報について
研究。コンピュータを
使った情報処理、データ
解析などを学ぶ。

農作物の生産技術・環境
の改良や機械化などの
研究をする。工学系では
機械開発、土木系は農地
改良などを行う。

農家の経営、農作物の貿
易など、農業にかかわる
問題を経済学の側面か
ら研究。農家の所得向上
などもめざす。

森林の役割など、あらゆ
る角度から森林に関す
る研究を行う。砂漠の緑
化や熱帯雨林の保護な
どの研究が活発。

農業を幅広い分野から
総合的に研究し、食糧生
産の新技術を開発。遺伝
子組み換え、クローンな
どの研究も盛ん。

海、川などの生物を目的
に沿って生産し、有効利
用する研究を行う。大き
く、漁業学、増養殖学、食
品生産学の３分野がある。

生命の本質やあり方を
探究。分子レベルから地
球規模まで、対象は幅広
い。バイオサイエンスの
研究も盛ん。

理学系統の分野をまた
いで、環境問題など、１
分野では解明できない
複雑なテーマを、幅広い
視野から研究する学問。

医学

自然界の法則を探究
し、物質の本質、特性を
徹底的に究明する。主
な分野は力学、電磁気
学、量子力学など。

。

物質の構造や性質、物質
間の反応を原子、分子レ
ベルで研究する。無機化
学、有機化学、生物化学
などの分野がある。

代数学、幾何学、解析学の３
つの専門分野がある。これ
らを理論として追究する純
粋数学、その純粋数学を応
用する応用数学に分かれる。

生物の遺伝などの機能
を解明し、農作物や食品
に関する実用的な技術を
開発。肥料、農薬、微生物
の応用などの分野がある。

家畜を人間の目的に合
わせて生産、管理するた
めの学問。主に、動物を
遺伝的に改良する研究
などを行う。

家畜やペットの病気の診
断や治療、家畜の品種改
良などを研究。獣医師と
動物の看護師を育成す
る。
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経営情報学

物理学の理論などを、新
技術として役立つように
研究する学問。半導体な
どの物質研究、素粒子研
究などがある。

飛行機やロケットなどが
飛ぶ原理や安全に飛ぶ技
術の開発などを研究。その
ほか、進行中の宇宙ステー
ションに関する研究も。

電気をエネルギー、また
情報を伝える道具として
活用する技術を開発。電
気工学、電子工学、通信
工学が主な分野。

自動車や家電、文房具な
ど、様々な工業製品を対
象に、デザインの理論、
技術を学び、機能性と美
しさを追究する。

生物の仕組みや機能に
関して、社会や人間に役
立つ技術への応用を研
究する。遺伝子工学や細
胞工学が研究の中心。

エンジンなどの動力機
械、時計などの精密機械
といった新しい機械製
品を考案。その設計、製
作の技術も研究する。

いろいろな物質を化学
的、物理的に加工し、生
活に役立つ機能や性質
などを持った新材料を
開発する。

化学の理論や知識を活
用して、医療、食品、エレ
クトロニクスなど様々な
分野の新しい素材や物
質をつくり出す。

資源工学は地下資源の
調査や採掘・精錬の技術
の開発など、エネルギー
工学はエネルギー活用
の技術研究を行う。

コンピュータに関するあ
らゆる研究を行う。最近
では人間と同じような思
考や判断ができる人工
知能の研究が話題。

企業や工場の効率化の
ための技術研究を行う。
品質管理などを統計や
情報処理などの工学的
手法を用いて解決する。

タンカーや客船を安全
に経済的に運航する理
論や技術を研究する。船
舶だけでなく、気象や商
学などの知識も必要。

船舶や海洋構造物の開
発、運用を研究する学
問。海洋開発計画、海上
交通計画など、研究が大
規模なのが特色。

建築物や都市環境につ
いて研究する。建築学で
は、建物の設計などのほ
か、都市や地域の開発な
ども対象に。
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